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班構成 

土居さんのスライドより 
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活動の経緯 
 

2014年3月14日 第１回班員会議 
 各プロジェクトのサマリースライドを作成開始 

2014年4月10日 サイエンス班へサマリースライド公開 
2014年8月19日 第２回班員会議 

地上計画については予算が大半あるいは部分的についたところもあり、再度大
きく検討をしなおすタイミングではない。2020年代の光赤外線天文学の健全
な発展のため、また他分野に光赤外線分野のビジョンを示すために、サイエン
ス班と連携をとりながら、目的、大規模計画との関係やシナジーなどを整理。 

2014年9月8日 2014年度光学赤外線天文連絡会シンポジウム 
2015年2月18日 各計画の執筆を開始。 
2015年3月6日 第３回班員会議 

 執筆のスケジュール・分担調整 
2015年6月10日 各地上計画の原稿を提出。 
2015年6月15日・24日 ２回に分けて第４回班員会議 
2015年9月11日 班長による検討要旨原案の班員への送付 
2015年12月 土居班長によりエグゼクティブサマリー執筆 
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Subaru 

TMT 

新しい宇宙像を切り開く観測 

広視野を活かしたサーベイ観測 
HSC 

さらに新しい宇宙像を切り開く観測 

PFS 

強い連携 

目的を絞った観測研究 

新技術による装置開発 

AIRT 

SGMAP 

京大望遠鏡 

TAO 

高解像度を活かした戦略的観測 
ULTIMATE 

人材育成・連携 

各大学における望遠鏡計画… 
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2020年代の最先端のサイエン
スは観測的宇宙論から銀河や
星惑星形成、太陽系天体の研
究まで、ほぼすべてのスケー
ルの観測研究において活躍す
ることが期待されている。 

人類の知のフロンティア
となる最先端のサイエン
スを推進する重要な役割 
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研究 
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ほぼすべてのスケールの観
測的研究で活躍が期待 

特に広視野性能でTMTを
補う 
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教育・人材育成 

光赤外線コミュニティーも拡大し、世界をリードする研究
者を生み出したが、一方で、すばる望遠鏡の観測時間の獲
得が簡単ではない厳しい状況 

欧米に比べて中型望遠鏡がなく、頂上は高いけれども幅の
狭いピラミッド構造 
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高い赤外線透過率と低温環境
を活かした大型望遠鏡並みの
赤外線感度 

世界に似た計画がない大規模
偏光サーベイが売り 

大学主導で推進 

新しく開く大気の窓、南天の
比較的大型の望遠鏡、そして
サーベイ中心に移行していく
すばる望遠鏡の一部の観測機
能をひきつぐ面でも重要 

国内初の分割鏡望遠鏡への技
術挑戦、軽量安価な架台等の
への取り組み、完成後の機動
性のある観測は国内望遠鏡群
のとりまとめの役割 
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「地上超大型望遠鏡による
高分解能・高感度観測」 

「広天域高感度撮像・分光
サーベイ」 

中型大型望遠鏡での
ふんだんな観測時間
に基づく系統的観
測・機動性のある観
測あるいは長期的モ
ニター観測研究と研
究者育成 

小型望遠鏡での学生
教育と機動性を活用
した研究 

望遠鏡を連携
させることで
時間変動観測 

ユニークな観測装置
を活用したり、アイ
デアを試したりする
ためにも重要な役割 

地上望遠鏡は長期にわたって活躍で
きることも大きな特長。観測装置な
どを更新しがらも長い期間活用され
るつもりで計画されており。人材育
成の観点も含め、スペース計画と相
補的な関係 
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エグゼクティブサマリーのサマリー 

 
以上、日本の光赤外線地上望遠鏡計画は、TMTの建設とすばる
望遠鏡の整備、中小規模望遠鏡計画の整備と連携が進んでおり、
科学的なブレークスルーの創出と人材育成・教育を柱に2020
年代の日本の光赤外線天文学の基幹を担っていく体制を構築し
つつある。ただしTMTやすばる望遠鏡の観測装置、新中口径望
遠鏡の完成までには継続的な努力と協力が必要である。また重
要となる科学的テーマや技術の発達などに対応し、2020年代
あるいはさらにその先へ向けて、中小望遠鏡計画の整備や、新
観測装置の製作や新技術の導入、また観測の連携などにおいて
も、弛みない努力を継続する必要がある。 


